
年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 無

／ 人

0 0

8 0

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 21 2 年 分

53 分 3 年 2 9 2 年 分

分 1 年 20 11 2 年 分

分 3 年 4 5 1 年 分

分 3 年 22 2 1 年 分

分 1 年 29 13 1 年 分

31 分 1 年 26 8 3 年 分

分 3 年 10 7 2 年 分

31 分 1 年 13 3 1 年 分

60 分 3 年 15 6 1 年 分

53 分 3 年 9 4 2 年 分

分 2 年 12 年 分

13 分 2 年 3 年 分

分 2 年 24 年 分

分 3 年 30 年 分

15 分 2 年 8 年 分

2 分 2 年 16 年 分

9 分 2 年 6 年 分

26 分 2 年 11 年 分

分 1 年 23 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 15 1 － 0

分 10 2 － 0

分 4 3 － 0

分 6 4 － 0

分 29 5 － 0

分 4 6 － 0

分 16 7 － 0

分 29 8 － 0

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 
兵庫県高体連サッカー部令和４年度兵庫県高等学校女子サッカー選手権大会 決勝R3節 【16】

日  時 2022 10 9 12 30 キックオフ 会  場  神戸市立港島南球技場

天  候 雨 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 無 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 平家  義久 記  録 浅野  慎太 川嶋  美鈴 観  衆 100

主  審 笠原  弘樹 副審１ 樋口　秀一 副審２ 廣瀬  貴規 第４の審判員

 チーム名 kick off

8

前半

0

 チーム名

姫路女学院高校 後半 蒼  開  高   校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 上川　麗亜田中　美緒 GK

DF 吉田　優佑安藤　真桜 DF

DF 前平   　華中井　星良 DF

DF 木野 亜矢乃3 2 中尾 友希乃 DF

DF 三木　冴華1 2 上野　由和 DF

MF 柏木　和花1 林田　真心 MF

MF 久保 美萌菜桃柄　来夏 MF

MF 藤田　寿花5 1 沖　百萌花 MF

MF 田中　里菜2 長谷　莉心 FW

FW 野口　和樂1 2 山本　梨加 FW

FW 炬口 愛実瑠4 岩崎　藍奈 FW

松山　瑞希 GK

木虎 小菜美 DF

髙橋   　華 DF

横山   　萌 DF

1 孝橋 日瑶里 MF

1 川又　柚月 MF

2 淺見　花乃 FW

2 立野　心愛 FW

大野　   杏 FW

警・退 氏　　名 事 由

53 30 17 13

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

1 0 1 Ｇ Ｋ

シュート 0 0 0

0 014 7 7 Ｃ Ｋ 0

11 14 25

0 0 0

1 直接ＦＫ 0 0 01 0

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 2 0 2

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

37 姫路女学院 山本 右 11

39 姫路女学院 沖 中央

→ 中央 15 Ｓ

61 姫路女学院 中尾 左ＣＫ 22 ∩ 中央 4 ＨＳ

10 Ｓ

63 姫路女学院 淺見 左 6 ～ Ｓ

64 姫路女学院 林田 中央 × 29 Ｓ

69 姫路女学院 川又 中央 16

中央 × 4 Ｓ66 姫路女学院 中尾 左ＣＫ 22 ∩

～ Ｓ

70 姫路女学院 林田 中央 29 Ｓ

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 三田祥雲館・三田西陵 氏 名 平家・垣内

姫路女学院は4-3-3、蒼開は4-4-2の布陣でキックオフ。降り始めた雨でピッチが濡れ、ボールが滑る中での試合となった。得失点差により優

勝のかかる姫路女学院は序盤から猛攻をしかける。②安藤と㉒上野の両サイドバックのオーバーラップから前線で⑮山本がボールを受けチャン

スを作り、2列目からも⑩沖が積極的にシュートをねらった。一方の蒼開もセンターバック⑤木野や⑪前平を中心にブロックを形成し、⑧久保が

中盤のバランスをとりながらチーム全体で粘り強くプレッシャーをかけ続けた。そして、時折見せるカウンターから前線の④炬口⑥野口がチャ

ンスをうかがう展開で前半を0-0で折り返した。しかし、後半開始早々、姫路女学院は右サイドの崩しから中央でボールを受けた⑮山本が冷静

に右足で流し込み先制。その後も、両サイドから効果的な攻撃を仕掛け、シュート力のある⑩沖やヘディングで抜群の強さを見せる④中尾が蒼

開ゴールに迫るなど、攻撃の活性化した姫路女学院が8-0で勝利を収めた。決勝ラウンドで試合を重ねるごとにチーム力を高めた蒼開の健闘に

賛辞を送るとともに、準優勝となった姫路女学院の関西大会での健闘を祈りたい。


